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一坊十四坪の調査一第28 2 - 3次

はじめに店舗建設の事前調査。左京三条一坊十|ﾉ ﾘ坪東
辺のほぼ中央部にあたる。坪内は過去に第46次（昭和４２
年度) 、第249次調査（平成６年度）がおこなわれている。
今回は、南北に２つの調査区を設定した。北区は88㎡、
南区は67. 5㎡。調査期間は５月６日～301二1．
検出遺構東一坊大路I I I i 側溝と時期不明の土坑などを検
出した。東一坊大路西側隣SD4951は調査区東半にあって
南に流れる｡堆積土の状況から大きく２局に分かれる。
出土遺物SD4951から土器、瓦、木製品、金属製品、
木簡、その他が出土した。土器は数十点、瓦は6311Ａaを
含む軒瓦４点などが出土したが、撒各屑位との対応は認
められない。木製品は人形２点、桧肘１３点、鴫鏑、雛の
ためし各１点など計31点。金属製品は銅製人形３点、鉄
製人形１点など計６点、その他に鉱津12点、輪羽口１点
がある。また、瓜の種が9, 506個出土しており、瀧の上流
に便所の存在を想定できよう。（清野孝之）
木簡はSD4951から、堆秋土下屑を中心に139点（うち
削屑121点）が出土した。①は主蔵監が所管の春宮坊に

楕匝稀名を洲f した木簡。ｉ§蔵監は、皇太子の宝物や衣
服を掌る官吋である。②にみえる少録は八省か省レベル
の何司の第四等官だが、記栽位階はやや商い。③は玉の
様（兄本）の付札である。（山下信一郎）
まとめ今I I i I の洲在では束一坊大路西側渉の位慨を確認
し、撒内よりさまざまな遺物が出- 1負した。とくに春宮坊
関連の木簡出- k の意義は大きい。 （清野孝之）

Ｘ＝

－１４６－３月７

Y＝-i 18, 069 Ｙ＝- 1 8 . 0 “

』Ｘ＝．
－１４６－３４７ 卜

【訓上区｝

Ｘ＝

－１４６．３５２

卜

（
一
員
一
）
・
一
一
・
今
○
一
℃

（
一
一
』
）
・
一
割
り
い
○
い
ロ

③
玉
様

［
申
侍
ヵ
］
、
Ｕ

①
・
主
蔵
監
口
宿
□
ｎ
Ｕ

ｎ
ｕ
忌
寸
ｎ
Ｕ

（
「
主
」
ヨ
リ
「
寸
」
ノ
字
ノ
上
二
左
ノ
重
書
ア
リ
）

「
口
旦
、
Ｕ
」

［
単
剖
］

．
「
野
靴
尊
□
□
」
ざ
（
）
・
送
・
心
三
一

②
少
録
正
六
位
上
（
量
）
．
（
圏
）
・
い
皇

、
ｕ

Ｘ＝
－１４６‘

第
二
八
二
’
三
次
調
査
出
士
木
簡

Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
出
土
木
簡

小

( 南区】

図７４第2 8 2 - 3 次調査遺構図１：２００

Ⅲ＝

60. ( ) ( 〕nｌ－

５９－ＯＯｍ－

奈文研年報／1 9 9 8 - Ⅲ ６５

一－－－

S D4 9 5 1氾濫源

一■ 粧地ヒ
ーS D4 9 5 1 堆硫･ 上l 鋼
再SD4951堆俄土ﾄｰ肘


